
106

歴史紀行

107

で
は
、
誰
と
誰
が
マ
ニ
ラ
に
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
伊
達
家

の
史
料
『
貞
山
公
治
家
記
録
』
に
名
を
連
ね
た
帰
国
者
名
簿
で
、

十
一
名
の
名
前
が
特
定
で
き
る
。
記
録
さ
れ
た
十
一
名
と
は
、

大
使
支
倉
常
長
を
筆
頭
に
今
泉
令
史
、
西
九
助
、
田
中
太
郎
右

衛
門
、
内
藤
半
十
郎
の
ほ
か
に
、
苗
字
は
不
明
だ
が
、
九
右
衛

門
、
内
蔵
丞
、
主
殿
、
吉
内
、
久
次
、
金
蔵
の
こ
と
で
あ
る
。

十
一
名
の
う
ち
、
苗
字
の
わ
か
ら
な
い
者
が
六
名
い
る
が
、
内

蔵
丞
と
主
殿
は
名
前
か
ら
し
て
、
身
分
は
武
士
に
違
い
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
名
簿
で
は
支
倉
が
筆
頭
に
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
仙
台
藩
の
中
で
の
身
分
、
な
い
し
使
節
の
中
で
の
地
位
の

順
序
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
名
簿
の

順
序
に
こ
だ
わ
る
と
、
九
右
衛
門
は
内
蔵
丞
、
主
殿
の
前
に
き

て
い
る
の
で
、
彼
も
侍
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
帰
途
、
鎖
国
で
閉
ざ
さ
れ
た
日
本

に
帰
る
機
会
を
マ
ニ
ラ
で
待
っ
て
い
た
二
年
間
、
い
っ
た
い
彼

ら
は
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
彼
ら
が
い
た
場
所
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
カ
ギ

を
握
っ
て
い
る
の
は
、
支
倉
一
行
と
縁
の
深
い
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
の
教
会
や
修
道
会
、
礼
拝
堂
な
ど
の
在
所
で
あ
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
受
洗
し
て
以
来
、
朝
夕
深
い
祈
り
を
捧
げ
る
の
が
日

課
に
な
っ
て
い
た
上
に
、
所
持
金
の
な
い
彼
ら
は
、
旅
の
行
く

て
ア
カ
プ
ル
コ
か
ら
い
っ
た
ん
南
に
下
が
り
、
貿
易
風
に
乗
っ

て
西
に
向
か
い
、
ル
ソ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
支
倉
一
行
十
一
人
の
ほ
か
に
、
支
倉
家
の
下
男
数
人

が
マ
ニ
ラ
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
彼
ら

の
マ
ニ
ラ
で
の
生
活
に
触
れ
た
書
物
は
ま
だ
一
冊
も
な
い
。

に
は
、
懐
か
し
い
心
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
街
で
あ
る
。

前
号
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
当
地
は
四
百
年
前
、
伊
達
政
宗

か
ら
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
ー
マ
に
遣
わ
さ
れ
た
支
倉
常
長
一
行
が
日

本
へ
の
帰
途
、
一
六
一
八
年
六
月
か
ら
二
〇
年
八
月
ま
で
、
二

年
あ
ま
り
滞
在
し
て
い
た
地
で
も
あ
る
。

仙
台
を
発
っ
た
の
ち
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
国
王
フ
ェ
リ
ペ
三
世

に
国
交
樹
立
を
持
ち
か
け
、
ロ
ー
マ
の
ヴ
ァ
チ
カ
ン
宮
殿
で
は

法
王
パ
ウ
ロ
五
世
に
謁
見
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
外
交
交
渉
の

お
墨
付
き
を
請
願
し
た
「
慶
長
遣
欧
使
節
」
に
関
す
る
書
物
は
、

す
で
に
数
多
く
世
に
出
て
い
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
後
彼
ら
は
、
再
び
メ
キ

シ
コ
を
経
由
し
て
日
本
へ
の
帰
途
、
往
路
と
同
じ
仙
台
藩
の
サ

ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
（
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
）
号
に
乗
船
し

支
倉
一
行
の
足
跡
を
歩
く

深
い
藍
色
を
し
た
南
国
の
空
の
下
に
つ
づ
く
白
壁
の
家
々
の

出
窓
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
。
時
お
り

近
く
の
教
会
と
大
聖
堂
の
鐘
の
音
が
流
れ
る
石
畳
を
、
馬
車
が

ゆ
っ
く
り
と
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
。

通
り
を
素
早
く
横
切
っ
て
い
く
褐
色
の
肌
の
子
供
た
ち
、
祭

り
に
で
も
出
か
け
る
の
か
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、
思
い
切
り
着
飾
っ

た
娘
た
ち
が
行
き
交
う
様
は
、
異
邦
人
の
私
に
は
、
心
温
ま
る

光
景
で
あ
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
の
面
影
を
残
す
、
こ
こ
マ
ニ
ラ
旧
市
街

の
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
界
隈
は
、
ス
ペ
イ
ン
が
第
二
の
故
郷
の
私
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